
１ 議 事 日 程（第１日） 

   （平成２２年第２回有田川町議会定例会） 

平成２２年６月７日 

午前９時３０分開会 

於 議 場 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 陳情の審査報告について（陳情第１号） 

 日程第５ 陳情の審査報告について（陳情第２号） 

 追加日程第１ 発議第３号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出につ 

              いて 

 追加日程第２ 発議第４号 永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書 

              の提出について 

 日程第６ 議案第77号 有田川町副町長の選任の同意について 

 日程第７ 議案第78号 有田川町監査委員の選任の同意について 

 日程第８ 報告第１号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町一般会計補正予算（第７号） 

 日程第９ 報告第２号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算 

             （第３号） 

 日程第10 報告第３号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町老人保健事業特別会計補正予算（第４ 

             号） 

 日程第11 報告第４号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

             ３号） 

 日程第12 報告第５号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算（第４ 

             号） 

 日程第13 報告第６号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補 

             正予算（第２号） 

 日程第14 報告第７号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算（第３ 

             号） 
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 日程第15 報告第８号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算（第 

             ４号） 

 日程第16 報告第９号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算 

             （第３号） 

 日程第17 報告第10号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町簡易排水事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

 日程第18 報告第11号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町浄化槽事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

 日程第19 報告第12号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２１年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算 

             （第２号） 

 日程第20 報告第13号 平成２１年度有田川町一般会計繰越明許費繰越計算書 

 日程第21 報告第14号 平成２１年度有田川町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越 

            計算書 

 日程第22 報告第15号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町税条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第23 報告第16号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に 

             ついて 

 日程第24 報告第17号 有田川町土地開発公社の経営状況について 

 日程第25 報告第18号 財団法人有田川町ふるさと開発公社の経営状況について 

 日程第26 議案第64号 平成２２年度有田川町一般会計補正予算（第１号） 

 日程第27 議案第65号 平成２２年度有田川町老人保健事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第28 議案第66号 平成２２年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第29 議案第67号 平成２２年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第30 議案第68号 有田川町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す 

            る条例の制定について 

 日程第31 議案第69号 有田川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

            の制定について 
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 日程第32 議案第70号 有田川町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条 

            例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第33 議案第71号 有田川町雇用創出推進基金条例の制定について 

 日程第34 議案第72号 有田川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条 

            例の制定について 

 日程第35 議案第73号 金屋町立保育所整備資金基金条例等を廃止する条例の制定につ 

            いて 

 日程第36 議案第74号 有田川町辺地総合整備計画の変更について 

 日程第37 議案第75号 平成２２年度簡補第１号岩倉簡易水道施設整備工事（立石地区 

            第３工区）の請負契約について 

 日程第38 議案第76号 平成２２年度簡補第３号釜中簡易水道施設整備工事（黒松地 

            区）の請負契約について 

２ 出席議員は次のとおりである（１８名） 

    １番   増 谷   憲       ２番   堀 江 眞智子 

    ３番   橋 爪 弘 典       ４番   東   武 史 

    ５番   岡   省 吾       ６番   前  利 夫 

    ７番   湊   正 剛       ８番   佐々木 裕 哲 

    ９番   森 本   明       10番   殿 井   堯 

    11番   坂 上 東洋士       12番   楠 部 重 計 

    13番   新 家   弘       14番   西   弘 義 

    15番   中 山   進       16番   竹 本 和 泰 

    17番   亀 井 次 男       18番   森 谷 信 哉 

３ 欠席議員は次のとおりである（なし） 

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし） 

５ 会議録署名議員 

    ３番   橋 爪 弘 典       16番   竹 本 和 泰 

６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名（２１名） 

   町 長  中 山 正 隆    副 町 長  山 﨑 博 司 

   清 水 行 政 局 長  保 田 永一郎    会 計 課 長  西 尾 幸 治 

   総 務 課 長  山 田 清 美    企 画 財 政 課 長  武 内 宣 夫 

   総 合 業 務 課 長  高 垣 忠 由    消 防 長  前 田 英 幸 

   福 祉 課 長  大 方   肇    環 境 衛 生 課 長  河 島 一 昭 

   住 民 課 長  赤 井 康 彦    税 務 課 長  星 田 仁 志 

   建 設 課 長  東   信 行    産 業 課 長  福 原 茂 記 

   地 籍 調 査 課 長  上 岡 重 和    水 道 課 長  前     守 

   下 水 道 課 長  東   敏 雄    教 育 委 員 長  早 田 智 代 
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   教 育 長  楠 木   茂    学 校 教 育 課 長  坂 上 泰 司 

   社 会 教 育 課 長  三 角   治     

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

   事 務 局 長  山 下 時 克    書 記  池  ひろ子 

８ 議事の経過 

開会 ９時３０分 

○議長（前利夫） 

   おはようございます。 

   ただいまの出席議員は、１８人全員であります。 

   第２回有田川町議会定例会は成立いたしました。 

   ただいまから、平成２２年第２回有田川町議会定例会を開会します。 

開議 ９時３１分 

○議長（前利夫） 

   本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

……………日程第１ 会議録署名議員の指名…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において、

３番、橋爪弘典君、１６番、竹本和泰君を指名します。 

……………日程第２ 会期の決定…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

   この際、議会運営委員長から、６月１日に開催された委員会の結果について、御報

告願います。 

   議会運営委員長、佐々木裕哲君。 

○議会運営委員長（佐々木裕哲） 

   おはようございます。 

   議長の指名がありましたので、議会運営委員会の開催結果について、御報告申し上

げます。 

   去る６月１日、午前９時３０分から委員会を開き、本定例会の会期並びに議事日程、

各常任委員会の日程等について協議いたしました。その結果、会期につきましては、

本日から６月２３日までの１７日間と決定させていただきました。なお、一般質問は

１５日、１６日としております。 

   議事日程については、お手元に配付されている日程表のとおりといたしたく思いま

す。日程第４、日程第５において、閉会中の継続審査となっておりました陳情第１号、
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第２号について、先に総務文教常任委員長から報告をお願いいたします。その後、日

程第６から日程第３８までの報告１８件、議案１５件について一括上程を行い、当局

から提案理由の説明を求めた後、全員協議会で御審査いただきたいと思います。 

   なお、全員協議会が終わり次第、本日、本会議で議案審議をお願いいたします。こ

の会期、日程等に御賛同賜り、円滑な議会運営ができますよう、議員各位の御協力を

お願い申し上げて、報告とさせていただきます。 

○議長（前利夫） 

   お諮りします。 

   ただいまの委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は、本日から６月２３日ま

での１７日間にいたしたいと思います。 

   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、会期は、本日から６月２３日までの１７日間に決定しました。 

……………日程第３ 諸般の報告…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第３、諸般の報告を行います。 

   本定例会に町長より提出された議案は、報告１８件、議案１５件であります。 

   また、本日の説明員は、町長ほか２０人であります。 

   次に、監査委員より、平成２２年２月、３月、４月分の例月出納検査の結果及び有

田川町水道事業平成２１年度棚卸し検査の結果が、それぞれお手元に配付のとおり報

告されています。 

   次に、本定例会までに受理いたしました請願について、藤並学童クラブの保育施設

充実に関する請願がお手元に配付の文書表のとおり、住民福祉常任委員会に付託する

ことに決定しましたので、御了承願います。 

   以上で諸般の報告を終わります。 

……………日程第４ 陳情の審査報告について（陳情第１号）…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第４、陳情の審査報告についてを議題とします。 

   陳情第１号として、選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する

陳情が、第１回定例会第２日において、総務文教常任委員会に付託されています。こ

の件について、総務文教常任委員会委員長から、審査の経過及び結果について報告を

求めます。 

   総務文教常任委員会委員長、竹本和泰君。 

○総務文教常任委員長（竹本和泰） 
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   おはようございます。 

   委員長報告を行います。 

   陳情第１号、選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する陳情が、

平成２２年第１回定例会において当委員会に付託されており、閉会中の継続審査とし

て議会の決定を経て、去る４月２１日に委員会を開き、陳情の趣旨・内容等について

慎重に審査をいたしました結果、賛成多数で採択と決定しました。十分に御審議の上、

よろしく御決定くださいますようお願い申し上げ、報告を終わります。 

○議長（前利夫） 

   これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。 

   この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

   この陳情は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（前利夫） 

   起立多数であります。 

   よって本件は、採択することに決定しました。 

……………日程第５ 陳情の審査報告について（陳情第２号）…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第５、陳情の審査報告についてを議題とします。 

   陳情第２号として、永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提

出に関する陳情が、第１回定例会第２日において総務文教常任委員会に付託されてい

ます。この件について、総務文教常任委員会委員長から審査の経過及び結果について

報告を求めます。 

   総務文教常任委員会委員長、竹本和泰君。 

○総務文教常任委員長（竹本和泰） 

   委員長報告を行います。 

   陳情第２号、永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出に関

する陳情が、平成２２年第１回定例会において付託されており、閉会中の継続審査と

して議会の決定を経て、去る４月２１日に当委員会を開き、陳情の趣旨・内容等につ
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いて慎重に審査をいたしました結果、賛成多数で採択と決定しました。十分御審議の

上、よろしく御決定くださいますようお願い申し上げ、報告を終わります。 

○議長（前利夫） 

   これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

   この陳情は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（前利夫） 

   起立多数であります。 

   よって本件は、採択することに決定しました。 

……………一括議題 提案理由の説明…………… 

○議長（前利夫） 

   お諮りします。 

   日程第６から日程第３８までの報告１８件、議案１５件を一括議題といたしたいと

思いますが、これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、日程第６から日程第３８までの報告１８件、議案１５件を一括議題と

します。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長、中山正隆君。 

○町長（中山正隆） 

   おはようございます。 

   本日ここに、平成２２年第２回有田川町議会定例会を開催させていただきましたと

ころ、議員各位には何かとお忙しい中、御参集賜り、厚く御礼を申し上げたいと思い

ます。 

   提案理由の説明に先立ちまして、去る４月１日付で職員の人事異動を発令しました
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ので、御紹介をさせていただきたいと思います。 

   まず、議会事務局長の山下時克でございます。 

  （「よろしくお願いいたします」と山下事務局長、呼ぶ） 

   税務課長の星田仁志でございます。 

  （「よろしくお願いします」と星田税務課長、呼ぶ） 

〔拍 手〕 

   総務課長の山田清美でございます。 

  （「よろしくお願いします」と山田総務課長、呼ぶ） 

〔拍 手〕 

   住民課長の赤井康彦でございます。 

〔拍 手〕 

   地籍調査課長の上岡重和でございます。 

  （「よろしくお願いします」と上岡地籍調査課長、呼ぶ） 

〔拍 手〕 

   福祉課長の大方肇でございます。 

  （「よろしくお願いします」と大方福祉課長、呼ぶ） 

〔拍 手〕 

   産業課長の福原茂記でございます。 

  （「よろしくお願いします」と福原産業課長、呼ぶ） 

〔拍 手〕 

   水道課長の前守でございます。 

  （「よろしくお願いします」と前水道課長。呼ぶ） 

〔拍 手〕 

   会計課長の西尾幸治でございます。 

  （「よろしくお願いします」と西尾会計課長、呼ぶ） 

〔拍 手〕 

   企画財政課長の武内宣夫でございます。 

  （「よろしくお願いします」と武内企画財政課長、呼ぶ） 

〔拍 手〕 

   以上で、新しく変わられました課長さんの紹介を終わりたいと思います。どうかよ

ろしくお願いします。 

   それでは、ただいま上程されました議案について御説明を申し上げます。 

   報告第１号から報告第１２号までの１２議案につきましては、地方自治法第１７９

条第１項の規定に基づき、平成２１年度一般会計及び各特別会計補正予算について専

決処分の承認を求めるものであります。 

   報告第１号は、平成２１年度有田川町一般会計補正予算第７号であります。 
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   今回の補正は、町税、地方譲与税、地方交付税、国及び県支出金、町債等の額が決

定しましたので、歳入を増額するとともに、不用額となる未執行額を減額する一方、

財政調整基金に３億２，０００万円、退職手当金負担金基金に１億円、低炭素社会づ

くり推進基金に２，２００万円をそれぞれ積み立て、翌年度の財源として予備費に２

億９，７９１万３，０００円を確保いたしております。これにより１億２，０１３万

４，０００円の増額補正となり、補正後の予算総額は１６６億９，９４２万２，００

０円と相なりました。 

   報告第２号は、平成２１年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号で

あります。 

   今回の補正は、事業費が確定したことにより負担金及び医療費の額が確定しました

ので、５，０２２万１，０００円を減額し、補正後の予算総額は３６億６，８２２万

９，０００円と相なりました。 

   報告第３号は、平成２１年度有田川町老人保健事業特別会計補正予算第４号であり

ます。 

   今回の補正は、医療費の実績に合わせ３７２万５，０００円を減額いたしておりま

す。これにより補正後の予算総額は１，４７５万８，０００円と相なりました。 

   報告第４号は、平成２１年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算第３号であ

ります。 

   今回の補正は、保険料などが確定しましたので、これを補正するとともに不用額と

なる未執行額を減額した結果、４８９万５，０００円の減額補正となり、補正後の予

算総額は６億９，２２５万７，０００円と相なりました。 

   報告第５号は、平成２１年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第４号であり

ます。 

   今回の補正は、国及び県支出金交付金などが確定しましたので、これを補正すると

ともに不用額となる未執行額を減額した結果、７，２１０万２，０００円の減額補正

となり、補正後の予算総額は２３億５０２万７，０００円と相なりました。 

   報告第６号は、平成２１年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補正予算

第２号であります。 

   今回の補正は、施設管理費など不用額となる未執行額１２万６，０００円を減額補

正しております。 

   報告第７号は、平成２１年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第３号であり

ます。 

   今回の補正は、分担金、負担金及び使用料などが確定しましたので、これを補正す

るとともに不用額を減額した結果、１，９４５万９，０００円の減額補正となり、補

正後の予算総額は６億３１１万２，０００円と相なりました。 

   報告第８号は、平成２１年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算第４号であ
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ります。 

   今回の補正は、施設整備事業費及び施設等整備交付金事業費等の事業費が確定した

ことにより町債等の額が確定しましたので、不用額となる未執行額を減額した結果、

３，０８４万５，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は８億３，５４０万

８，０００円と相なりました。 

   報告第９号は、平成２１年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算第３号で

あります。 

   今回の補正は、分担金、負担金及び使用料などが確定しましたので、これを補正す

るとともに不用額となる未執行額を減額した結果、８６２万５，０００円の減額補正

となり、補正後の予算総額は３億３，３１２万８，０００円と相なりました。 

   報告第１０号は、平成２１年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第１号であ

ります。 

   今回の補正は、施設管理費など不用額となる未執行額３７万５，０００円を減額補

正しております。 

   報告第１１号は、平成２１年度有田川町浄化槽事業特別会計補正予算第１号であり

ます。 

   今回の補正は、事業費の確定に伴い、不用額となる未執行額１６万７，０００円を

減額補正しております。 

   報告第１２号は、平成２１年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算第２号

であります。 

   今回の補正は、施設管理費等事業費が確定したことにより不用額となる未執行額を

減額した結果、２９０万４，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は９，１

１８万４，０００円と相なりました。 

   報告第１３号及び報告第１４号は、平成２１年度有田川町一般会計及び特別会計予

算の繰越計算書の報告についてであります。 

   報告第１３号は、平成２１年度有田川町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いてであります。 

   平成２１年度の一般会計予算の経費を平成２２年度に繰り越して使用するため、繰

越計算書を調整しましたので、これを報告するものであります。 

   報告第１４号は、平成２１年度有田川町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計

算書の報告についてであります。 

   平成２１年度の公共下水道事業特別会計予算の経費を、平成２２年度に繰り越して

使用するため繰越計算書を調整したもので、これを報告するものであります。 

   報告第１５号は、有田川町条例の一部を改正する条例についてであります。 

   平成２２年度地方税法の一部改正に基づき、本条例の一部改正を行うものでありま

す。改正の主なものといたしましては、子ども手当の導入及び高校の授業料無償化に
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よる個人住民税の扶養控除の廃止、少額上場株式等に係る配当所得等の非課税措置、

たばこ税の税率の引き上げなど、本条例の一部改正について議会の同意をお願いする

ものであります。 

   報告第１６号は、有田川町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてであり

ます。 

   平成２２年度国民健康保険法施行令及び地方税法施行令の一部改正に基づき、本条

例の一部改正を行うものであります。国民健康保険税の基礎賦課限度額が４７万円か

ら５０万円に、後期高齢者支援金等ほか限度額が１２万円から１３万円に引き上げら

れたことなど、本条例の一部改正について議会の同意をお願いするものであります。 

   報告第１７号及び報告第１８号は、有田川町土地開発公社及び財団法人有田川町ふ

るさと開発公社の経営状況についてであります。 

   報告第１７号は、有田川町土地開発公社の経営状況についてであります。 

   平成２１年度の土地の取得状況については、公共施設の整備及び周辺開発に伴う企

業団地等の予定用地として１４７平方メートルを１７２万円で取得しました。土地の

処分状況については、公共施設の整備及び周辺開発に伴う企業団地等の予定用地とし

て１万５，７２２平方メートルと、吉備インター連絡線（第２工区）工事用地として

８８７．１２平方メートル、アメニティタウン用地を町道田角長谷線道路拡幅工事用

地として２００平方メートルを有田川町に売却しました。平成２１年度末における土

地の保有状況は、完成土地８９万２，２９７平方メートル、金額は１億４，２１９万

５，０００円となります。 

   続きまして、財務状況は、本年度の損益勘定では事業収益１億３０６万２，７７８

円、事業外収益３３万８，１６１円、合計１億３４０万９３９円に対し、事業原価１

億２９９万６，７７８円、一般管理費２３４万５６１円、合計１億５３３万７，３３

９円となり、差し引き１９３万６，４００円が当年度の損失金であります。 

   次に、平成２２年度事業計画及び予算であります。平成２２年度で公有地取得及び

土地売却等の事業についての計画はなく、予算での収益的収入は事業外収益の４１万

５，０００円に対し、支出は販売費及び一般管理費予備費の１０４万５，０００円と

なり、差し引きマイナス６３万円となります。 

   以上で報告といたします。 

   報告第１８号は、財団法人有田川町ふるさと開発公社の経営状況についてでありま

す。 

   平成２１年度も日本経済の不況は深刻なものであり、景気低迷により消費者の節約

志向もあって、公社の取り巻く環境も依然として厳しい状況でありました。そうした

中、公社の経営改善についても引き続いて推し進めてまいりました。営業・広告面に

おいては、ホームページを主体とし、インターネットによるタイムリーな情報発信を

継続してまいりました。 
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   また、訪問営業については、学校遠足やキャンプ、合宿プラン等での団体客の誘致

を図り、宿泊客等をふやすために高石市や和歌山市での営業チラシの配布を継続して

行ってまいりました。さらに地場産品や山椒加工品などの特産品を広くＰＲするため、

キャンドルライトイルミネーション等のイベントのときや、ＪＲ和歌山駅前のほかジ

ャスコりんくう泉南店等、県外への出店など販売拡大及びＰＲにも努めてまいりまし

た。 

   また一方で、従来より不採算施設でありましたふれあいの丘の営業規模の縮小や、

観光施設巡回バスの運行による二川温泉の営業時間の見直しなども行ってまいりまし

た。よって、事業収入に関しましては、しみず温泉健康館、ふれあいの丘の改修工事

による休館の影響もありましたが、２億３，９６２万円の計上となりました。前年比

にすると９８％となっておりますが、当初の予算を上回る数字となっております。 

   事業費用に関しましては、仕入れや商品などの価格交渉や各施設担当者の原価意識

の向上、また過剰在庫の改善などにより前年比９７％の７，８１０万円に抑えること

ができました。また、管理費用におきましては、灯油代やガソリン代の燃料費等の低

減や仕事の垣根をなくした施設間の協力体制の取り組みなど人件費縮減に努めた結果、

前年比にすると９４％で１，０８４万円の減額となる１億７，５７０万円となり、８

９０万円の営業利益の改善となりました。最終的には指定管理料を含む経営利益は、

主に従来より懸案事項であった温泉施設とふれあいの丘の赤字幅の減少により経常利

益の改善が見られ、前年度より９６３万円の増益となり、約１５９万円の黒字となり

ましたことを報告させていただきます。 

   平成２２年度におきましても、藤並の観光案内所を初め観光施設巡回バスや町内観

光施設とともに連携をとりながら、清水地域のみならず有田川町地域全体のＰＲを広

め、観光客と売り上げの増加に努めるとともに、コスト管理も引き続き徹底し、経営

改善をさらに推進していく所存であります。 

   以上で報告といたします。 

   議案第６４号は、平成２２年度有田川町一般会計補正予算第１号であります。 

   今回の補正の主なものは、２款総務費の企画費では、鉄道車両動態保存展示委託料

として７６６万５，０００円を、３款民生費の老人福祉費では、介護保険事業特別会

計への繰出金として２２０万円を、６款農林水産費の森林整備費では、森林整備地域

活性支援交付金として５００万円を、８款土木費の道路新設改良費では、明王寺庄線

文化財調査委託料として７００万円を、１１款災害復旧費の林業用施設災害復旧費で

は、林道２路線の工事負担費に７００万円を、公共土木施設災害復旧費では、町道１

路線の工事請負費に２，５００万円を、１３款諸支出金の基金費では、雇用創出推進

基金積立金に１億８，１８１万１，０００円を補正し、今回の補正額は２億４，３０

０万円となり、補正後の予算総額は１４７億７，３００万円と相なりました。なお、

補正額の財源といたしまして、国、県支出金、繰越金及び町債を充てることにいたし
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ております。 

   議案第６５号は、平成２２年度有田川町老人保健事業特別会計補正予算第１号であ

ります。 

   今回の補正は、償還金などに３２２万９，０００円を補正するものであります。補

正後の予算総額は６２４万１，０００円と相なります。 

   議案第６６号は、平成２２年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第１号であ

ります。 

   今回の補正は、高額医療合算介護サービス費に１，１００万円の増額補正するもの

であります。補正後の予算総額は、２３億６，３２８万５，０００円と相なります。 

   議案第６７号は、平成２２年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第１号であ

ります。 

   今回の補正は、水道施設整備費に８２８万円を増額補正するものであります。補正

後の予算総額は７億３，３８９万２，０００円と相なります。 

   議案第６８号は、有田川町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてであります。 

   今回の改正は、育児休業法の改正及び両立支援策の推進に関する人事院規則の一部

改正が、平成２２年６月３０日に施行されることにより、本条例の一部改正を行うも

のであります。主な内容は、職員の配偶者の就業等の状況にかかわりなく、育児また

は介護を行う職員の早出遅出勤務及び時間外勤務の制限を請求することができるよう

になったことと、３歳に満たない子がある職員が、その子を養育するために請求した

場合には、著しく困難である場合を除き時間外勤務をさせてはならないこととなった

ものであり、本条例の一部改正について議会の同意をお願いするものであります。 

   議案第６９号は、有田川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてであります。 

   今回の改正は、育児休業法の改正及び両立支援策の推進に関する人事院規則の一部

改正が、平成２２年６月３０日に施行されることにより、本条例の一部改正を行うも

のであります。主な内容は、職員の配偶者の就業の有無や育児休業の取得の有無等の

状況にかかわりなく育児休業等をすることができるようになったことと、夫婦が交互

に育児休業等をしたかどうかにかかわりなく、職員が育児休業等計画書を提出して最

初の育児休業をした後３カ月以上経過した場合に、再度育児休業をすることができる

ようになったことと、この出生の日から５７日以内に最初の育児休業をした職員は、

特別の事情がない場合でも再度の育児休業をすることができるようになったものであ

り、本条例の一部改正について議会の同意をお願いするものであります。 

   議案第７０号は、有田川町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてであります。 

   一般職の給与に関する法律等の一部を改正する法律における地方公務員法の一部改
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正に伴い、本条例の一部改正を行うものであります。今回の改正は、給与を受けなが

ら職員団体のための業務を行い、または活動することができる期間に代休時間を追加

するものであり、本条例の一部改正について議会の同意をお願いするものであります。 

   議案第７１号は、有田川町雇用創出推進基金条例の制定についてであります。 

   平成２１年度地方交付税において、新たに需要額として算入された雇用創出推進費

につきましては、その資金使途について明確に区分し、住民にわかりやすいよう基金

に積み立てるなどして運用することが望ましいとされており、当町においても将来に

わたって安定した雇用対策事業の継続や、新たな事業の創出を図るための必要な財源

として当該基金を活用する目的で制定いたしたく、議会の同意をお願いするものであ

ります。 

   議案第７２号は、有田川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてであります。 

   潜水業務に従事する職員に対し、潜水業務手当を支給するため、有田川町職員の特

殊勤務手当に関する条例の一部を改正するものであります。管内には、有田川、二川

ダム、ため池があり、毎年数件の水難事故が発生しており、これらの水難救助事案に

対応するため、平成２２年７月、専門の資器材等を装備した消防本部潜水隊を発足す

ることに伴い、潜水業務に従事する職員に対し潜水業務手当を支給する必要があるた

めであります。支給手当額については、近隣消防本部を参考として１回につき１，０

００円といたしたく、本条例の一部改正に議会の同意をお願いするものであります。 

   議案第７３号は、金屋町立保育所整備資金基金条例等を廃止する条例の制定につい

てであります。 

   金屋町立保育所整備資金基金条例及び清水町学校統合基金の設置、管理及び処分に

関する条例については、それぞれ旧町から引き継いだ暫定施行の基金条例であり、平

成２１年度末現在で基金残高はなく、また今後も積み立てることもないと考えられる

ため、二つの条例を廃止いたしたく議会の同意をお願いするものであります。 

   議案第７４号は、有田川町辺地総合整備計画の変更についてであります。 

   既に策定されている有原辺地については、町道有原沼田線の事業費の変更を、谷・

立石及び生石辺地については電波遮へい対策事業を追加し、釜中辺地については町道

下六川釜中線の事業費の変更を、黒松辺地については黒松農道の事業費の変更を、遠

井辺地については林道遠井堂鳴海線舗装工事の事業費の変更をする必要が生じました

ので、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置に関する法律第３

条第１項の規定により、議会の同意をお願いするものであります。 

   議案第７５号は、平成２２年度簡補第１号岩倉簡易水道施設整備工事第３工区立石

地内を施工するため、平成２２年５月２７日、１６業者を指名し、競争入札に付した

ところ、有田郡有田川町大字中野３１３番地、平岡水道設備平岡廣幸氏が５，６３８

万５，０００円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり、議会の
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同意をお願いするものであります。 

   議案第７６号は、平成２２年度簡補第３号釜中簡易水道施設整備工事黒松地内を施

工するため、平成２２年５月２７日、１６業者を指名し、競争入札に付したところ、

有田郡有田川町大字明王寺２５８番地１、三洋建設建設株式会社代表取締役上野山泰

生氏が、１億３９５万円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり、

議会の同意をお願いするものであります。 

   議案第７７号は、有田川町副町長の選任の同意についてであります。 

   有田川町副町長山﨑博司氏の任期が、平成２２年６月１３日をもって満了しますが、

町行政に精通している同氏を引き続き選任したいので、地方自治法第１６２条の規定

により議会の同意をお願いするものであります。 

   議案第７８号は、有田川町監査委員の選任の同意についてであります。 

   地方自治法第１９６条第１項の規定により、有田川町大字水尻１１５９番地５、栩

野信義氏を有田川町監査委員に選任いたしたく、議会の同意をお願いするものであり

ます。 

   以上で提出議案に対する私の説明を終わらせていただきます。何とぞ御審議の上、

御賛同賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。どうもありがとうございまし

た。 

○議長（前利夫） 

   以上、町長の提案理由の説明が終わりました。 

   続きまして、補足説明はありませんか。 

   ―― ないようですので、提案理由の説明を終わります。 

   暫時休憩いたします。 

   休憩中に全員協議会を開きますので、よろしくお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １０時１２分 

再開 １５時００分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（前利夫） 

   再開いたします。 

   お諮りします。 

   ただいま提出者１６番議員、賛成者３番議員ほか３人から、発議第３号、選択的夫

婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出について及び発議第４号、永住外国人へ

の地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出についての２件の議案が提出され

ました。 

   これを日程に追加し、追加日程第１及び追加日程第２として議題にしたいと思いま

す。 
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   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   異議なしと認めます。 

   発議第３号及び発議第４号を日程に追加し、追加日程第１及び追加日程第２として

議題とすることに決定しました。 

……………追加日程第１ 発議第３号…………… 

○議長（前利夫） 

   追加日程第１、発議第３号、選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出

についてを議題とします。 

   提出者１６番議員、提案理由の説明を求めます。 

   １６番、竹本和泰君。 

○１６番（竹本和泰） 

   発議第３号、選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出についての提案

理由を説明申し上げます。 

   本議案は、午前中の本会議におきまして陳情の審査報告で既に採択と決しておりま

す。したがいまして、それに従って当議会としての意志を表するために、会議規則第

１４条第１項及び第２項の規定に基づき提案するものです。 

   なお、発議第３号としてお手元に配付させていただいております。朗読をもって説

明にかえさせていただきます。 

   選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書案。 

   現行の民法第７５０条では、結婚時に夫または妻のいずれかの姓を選択する夫婦同

氏の原則が定められている。しかしながら、現在、国において、夫婦が結婚後も両者

の姓を統一せず、夫婦それぞれが婚姻前の姓を選択することを認める選択的夫婦別姓

制度を導入する民法改正案の国会への提出が検討されている。女性の社会進出が進み、

結婚後も同じ姓で仕事を続けたいなどの女性がふえたことや、個人の権利の尊重等が

背景にあると思われるが、この制度が導入され、夫婦、親子が異なる姓を名乗ること

になれば、夫婦や親子のきずなや家庭としての一体感が薄れ、家族崩壊が急速に進み

かねない。夫婦別姓制度は、日本のよき伝統である家族制度を消滅させ、祖先とのつ

ながりや親子関係を希薄にし、ひいては地域の一体感や国民の倫理道徳観にまで悪影

響を及ぼしかねない。 

   よって、国におかれては、婚姻制度や家族のあり方に重大な影響を与え、社会的混

乱を招くおそれのある選択的夫婦別姓制度を導入することのないよう強く要望する。 

   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

   平成２２年６月７日、和歌山県有田川町議会。 

   なお、意見書の提出は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務
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大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（男女共同参画）であります。 

   十分御審議をいただき、議員各位の御賛同を賜りますようお願い申し上げ、説明を

終わります。 

○議長（前利夫） 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   続いて討論を行います。討論ありませんか。 

   １番、増谷憲君。 

○１番（増谷 憲） 

   発議第３号に反対する立場、私はむしろ法制化に賛成の立場から討論をさせていた

だきます。 

   夫婦の姓が同じでも別々でも選べるようにしてほしい、そんな願いにこたえて、今、

こういう動きになってきているのが選択的夫婦別姓制度であります。現在の同姓夫婦

も法律施行後、１年以内であれば配偶者との合意に基づき別姓に転換することが可能

となっています。夫婦別姓に反対する人たちは、家族を崩壊させるという論調であり

ます。しかし、家族の崩壊は姓が同じであってもあり得るし、理由にもならないと考

えます。姓は家族として同一であるべきで、それが日本の伝統だという事由も、これ

も１８９８年に施行された明治民法で家族制度が導入されてからであり、たかが１０

０年の歴史しかありません。結局、９６％の女性が夫の姓を名乗っている現実を前提

に、妻は夫の家に入り、夫の姓を名乗るという廃止されたはずの制度の復活でありま

す。同姓のもとで離婚や子供の問題も起きている現在の中、同姓を強制を続けること

で問題は解決しませんし、逆に一人っ子がふえる中、代々続いてきた名字や家、お墓

を守りたいとの立場からも同姓強制が壁となっているのも皆さん、御承知のはずです。

また、通帳や印鑑、免許の名義変更など、結婚・離婚時の複雑な変更手続やプライバ

シー公表など人権侵害が深刻で、これ以上放置できない問題もできてきています。 

   さて、９６年当時の政府資料でも、夫婦同氏を採用している国は３カ国のうちタイ

とトルコと日本でありますが、法律で同姓を強調している国は今や日本だけとなって

います。日本政府が批准して２５年たつ女性差別撤廃条約の第１６条は、姓の選択を

含む夫婦同一の個人的権利を明記し、国連からも再三、民法改正を促され、来年夏ま

での実施報告まで勧告されています。議員の各位、今、家族一人一人が個人として尊

重される第一歩となっております。家族のきずなは同姓で保たれるものではなく、お

互いの人格を認め合い、その上で愛情と連帯感で支え合う、まさに相互の思いやりで

こそ維持されるものではないでしょうか。 

   今、新聞世論調査を見ましても、夫婦選択制別姓に賛成の方は５０％を超えていま
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す。ですから以上の理由で、むしろ逆に推進すべき立場から反対の討論とさせていた

だきます。 

   以上です。 

○議長（前利夫） 

   討論、ほかにありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本案は、原案のとおり提出することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（前利夫） 

   起立多数であります。 

   したがって、本案は原案のとおり提出することを決定しました。 

……………追加日程第２ 発議第４号…………… 

○議長（前利夫） 

   追加日程第２、発議第４号、永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意

見書の提出についてを議題とします。 

   提出者１６番議員、提案理由の説明を求めます。 

   １６番、竹本和泰君。 

○１６番（竹本和泰） 

   発議第４号、永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出につ

いての提案理由を説明申し上げます。 

   本議案は、午前中の本会議におきまして陳情の審査報告で既に採択と決しておりま

す。したがいまして、それに沿って当議会としての意志を表するために会議規則第１

４条第１項及び第２項の規定に基づき提案するものです。 

   なお、発議第４号としてお手元に配付させていただいております。朗読をもって説

明にかえさせていただきます。 

   永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書案。 

   永住権を持つ外国人については、地域に密接な関係を持つに至っていることから、

地方公共団体の意志決定に参加させるべきであるとして、地方参政権付与の議論がこ

れまでもなされてきたところである。 

   現在、国においては、この参政権付与の法制化の検討が進められているが、地方公

共団体は安全保障や教育などの国家の存立にかかわる事柄に深く関与しており、特定

の外国人の意向を受けた首長や地方議員が選ばれると、学校や教育委員会等に対する

内政干渉により偏向教育が強まるおそれがあるほか、領土問題を抱える地方公共団体
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においては、我が国の安全保障を脅かす危険性が高まるおそれがある。 

   また、日本国憲法第１５条では、「公務員を選定し、及びこれを罷免することは国

民固有の権利である」と規定され、また第９３条第２項では、「地方公共団体の長、

その議会の議員及び法律を定めるその他の吏員は、その地方公共団体の住民が直接こ

れを選挙する」と規定されている。この「住民」の解釈として、平成７年２月２８日

の最高裁判所判例は、「地方公共団体の区域内に住所を有する日本国民を意味する者

と解するのが相当である」としている。したがって、日本国民ではない永住外国人に

対し地方公共団体の長及び議会の議員の選挙権を付与することは、憲法上問題がある

と言わざるを得ない。 

   一方、国籍法第４条では、「外国人は、帰化によって、日本の国籍を取得すること

ができる」と規定され、永住外国人が憲法に基づく参政権を取得するためには、この

国籍法に定める帰化によるべきものと考える。 

   よって、国においては永住外国人に対する地方参政権付与に関する法律を制定する

ことのないよう強く要望する。 

   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

   平成２２年６月７日、和歌山県有田川町議会。 

   なお、意見書の提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法

務大臣、外務大臣であります。 

   十分御審議をいただき、議員各位の御賛同を賜りますようお願い申し上げ、説明を

終わります。 

○議長（前利夫） 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   続いて討論を行います。討論ありませんか。 

   １番、増谷憲君。 

○１番（増谷 憲） 

   発議第４号に反対の立場から討論させていただきます。 

   私は、永住外国人の地方参政権を認める立場から討論するわけでございますが、今

日、日本に永住する外国人に地方参政権を付与すべきだという世論が高まっています。

この立場から、私ども日本共産党は付与することを当然のものと考えています。 

   現在、日本には６０万人を超える永住外国人がおられます。当然、有田川町にもお

られるわけでございますが、これらの人々はさまざまな問題を通じて地方政治と密接

な関係を持ち、私たち国民と同じように地方自治体に対して多くの意見や要求を持っ

ています。地方政治は本来すべての住民の要求にこたえ、住民に奉仕するため住民自
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身の参加によって進めなければならない、このように考えます。外国籍であっても我

が国の地方自治体で住民として生活し、納税を初めとする一定の義務を負っている

人々が住民自治の担い手となることは、憲法の保障する地方自治の根本精神とも合致

いたします。現に最高裁でも永住外国人に地方参政権を保障することは憲法上禁止さ

れているものではないとの判決を下してます、９５年２月。また、多くの国々でも、

既に実施済みか実施に向けた積極的な検討が行われています。ですから、世界に取り

残されないためにも率先して法制化すべきだという立場から討論といたします。 

○議長（前利夫） 

   ほかに討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本案は、原案のとおり提出することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（前利夫） 

   起立多数であります。 

   したがって、本案は原案のとおり提出することに決定しました。 

……………日程第６ 議案第７７号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第６、議案第７７号、有田川町副町長の選任の同意についてを議題とします。 

   ここで、副町長山﨑博司君の退場をお願いします。 

〔副町長山﨑博司君 退場〕 

○議長（前利夫） 

   本案は、人事案件につき質疑、討論を省略させていただきますが、御異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   異議なしと認めます。 

   質疑、討論は省略させていただきます。 

   これより、採決を行います。 

   本案は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本案は、同意することに決定しました。 
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   山﨑博司君に入場願います。 

〔副町長山﨑博司君 入場〕 

○議長（前利夫） 

   ただいま副町長に選任同意されました山﨑博司君より発言の申し出がありましたの

で、これを許可します。 

   山﨑博司君。 

○副町長（山﨑博司） 

   ただいま議長から発言のお許しをいただきましたので、一言お礼を申し上げたいと

思います。 

   このたびの有田川町副町長の選任同意につきまして、全会一致で私を再任いただき

ましたことをありがたく、厚くお礼を申し上げたいと思います。名を汚さぬよう、初

心に返り、全身全霊で職務を全うしたい、このように思っております。皆様方の御指

導をよろしくお願い申し上げまして、簡単ではございますがお礼の言葉にかえさせて

いただきます。 

   本日は、まことにありがとうございました。 

〔拍 手〕 

……………日程第７ 議案第７８号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第７、議案第７８号、有田川町監査委員の選任の同意についてを議題とします。 

   本案は、人事案件につき質疑、討論は省略させていただきますが、御異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   異議なしと認め、質疑、討論は省略させていただきます。 

   これより、採決を行います。 

   本案に同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本案は、同意することに決定しました。 

……………日程第８ 報告第１号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第８、報告第１号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度有田

川町一般会計補正予算第７号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   全員起立であります。 

   よって本案は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第９ 報告第２号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第９、報告第２号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度有田

川町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１０ 報告第３号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１０、報告第３号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度有

田川町老人保健事業特別会計補正予算第４号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１１ 報告第４号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１１、報告第４号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度有

田川町後期高齢者医療特別会計補正予算第３号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（前利夫） 

   起立多数であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１２ 報告第５号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１２、報告第５号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度有

田川町介護保険事業特別会計補正予算第４号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１３ 報告第６号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１３、報告第６号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度有

田川町特別養護老人ホーム事業等特別会計補正予算第２号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１４ 報告第７号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１４、報告第７号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度有

田川町簡易水道事業特別会計補正予算第３号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１５ 報告第８号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１５、報告第８号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度有

田川町公共下水道事業特別会計補正予算第４号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１６ 報告第９号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１６、報告第９号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度有

田川町農業集落排水事業特別会計補正予算第３号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立を願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１７ 報告第１０号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１７、報告第１０号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度

有田川町簡易排水事業特別会計補正予算第１号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   全員起立であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１８ 報告第１１号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１８、報告第１１号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度

有田川町浄化槽事業特別会計補正予算第１号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第１９ 報告第１２号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第１９、報告第１２号、専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度

有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算第２号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（前利夫） 

   全員起立であります。 

   よって本件は、原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第２０ 報告第１３号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第２０、報告第１３号、平成２１年度有田川町一般会計繰越明許費繰越計算書

を議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（前利夫） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第２１ 報告第１４号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第２１、報告第１４号、平成２１年度有田川町公共下水道事業特別会計繰越明

許費繰越計算書を議題とします。 

   質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第２２ 報告第１５号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第２２、報告第１５号、専決処分の承認を求めることについて、有田川町税条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １番、増谷憲君。 

○１番（増谷 憲） 

   報告第１５号について、質疑をさせていただきます。 

   今回の改正については、いわゆる子ども手当や高校授業料無償化による財政制度の

かかわりでこういう廃止が盛り込まれておりますが、特に１５歳以下の年少扶養控除

と、１６歳から１８歳までの特定扶養親族に対する特定扶養控除の上乗せ部分の廃止

がメーンとなっているように思います。 

   これに伴ってどうなるかという影響の問題でありますが、例えば、所得税では税率

が５％から４０％の累進税率となっていますが、最大限で１５万２，０００円、住民

税で一律１０％の税率ですから３万３，０００円の増税となります。また所得税、住

民税の特定扶養控除の上乗せ部分相当額の影響は、両方合わせて最高１１万２，００

０円の増税となります。これが一つ目の影響の問題。 

   二つ目には、特定扶養控除１６歳から２２歳で、税制上の扶養対象であれば学生か

どうかは関係ない制度になりますが、このため、単純に高校授業料の無償化と連携さ

せれば、一部に負担増となる矛盾が出てまいります。一つは、定時制、通信制の高校

や特定支援学校など、全日制高校より学費が安い場合、また公立高校の授業料の免除

を受けている場合では、負担増となってくると思います。二つ目に、通学も就労もせ

ずに親族に扶養されている場合では、何の恩恵もなく増税となるはずです。 

   三つ目の影響ですが、これは廃止に伴って別の制度にも影響が出てくるのではない

かと思いますが、保育料は所得税の税額で決まってまいりますから、所得税額で保育

料の区分を分けているため、先ほどのケースから言いますと、増税により区分が上が
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れば保育料の負担がふえてくると思います。 

   この三つの影響について間違いないかどうか、影響が出ないか出るのかどうかだけ、

細かく聞くとそちらも大変だと思いますので、その点だけ確認させてください。 

   以上です。 

○議長（前利夫） 

   星田課長。 

○税務課長（星田仁志） 

   お答えいたします。 

   今回の子ども手当の導入、また高校の授業料無償化によります扶養控除の廃止とい

う件につきまして、税金の部分から見ますと増税となります。 

   以上です。 

○議長（前利夫） 

   ほかに質疑ございませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（前利夫） 

   起立多数であります。 

   よって本件は、原案のとおり決定しました。 

……………日程第２３ 報告第１６号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第２３、報告第１６号、専決処分の承認を求めることについて、有田川町国民

健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １番、増谷憲君。 

○１番（増谷 憲） 

   報告第１６号について、質疑をさせていただきます。 

   今回の改正では、国保の医療分の限度額の引き上げと、後期高齢者支援金分の限度

額の引き上げと、それから今回新たに平成２２年４月から、倒産や解雇などによる離
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職者への税の減免が盛り込まれて、この部分については私もいい制度だというふうに

納得しておりますけれども、限度額の引き上げについては納得いかないわけですが、

これに介護保険分を合わせて総トータルの限度額は幾らから幾らになるのか、御答弁

いただきたいと思います。 

○議長（前利夫） 

   星田税務課長。 

○税務課長（星田仁志） 

   お答えさせていただきます。 

   総トータルで言いますと、６９万円から７３万円になりまして、４万円の増となり

ます。 

   以上です。 

○議長（前利夫） 

   ほかに質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認めます。 

   討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（前利夫） 

   起立多数であります。 

   よって、本件は原案のとおり承認することに決定しました。 

……………日程第２４ 報告第１７号…………… 

○議長（前利夫） 

   日程第２４、報告第１７号、有田川町土地開発公社の経営状況についてを議題とし

ます。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第２５ 報告第１８号…………… 

○議長（前利夫） 

－３０－ 



－３１－ 

   日程第２５、報告第１８号、財団法人有田川町ふるさと開発公社の経営状況につい

てを議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

   お諮りします。 

   日程第２６、議案第６４号から日程第３８、議案第７６号までを提案理由の説明だ

けにとどめ、議案調査のため審議を中止したいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前利夫） 

   異議なしと認めます。 

   本日の会議は、これで延会にしたいと思います。 

   なお、次回の本会議は、６月１５日、火曜日、午前９時３０分から再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

延会 １５時３８分 

 

 


